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音声や音響信号を、決められたビッ
トレートや処理遅延の中で最大限に
音質を保ったまま圧縮し、伝送する
技術に関する研究です。実況中継の
ように音声のリアルタイム伝送が必
要な場合に、ビットレートに制限の
ある低遅延・高信頼ネットワーク
（ひかり電話網）を活用できます。

NTT研究所の開発したCLEARは、NTT
グループの持つ低遅延・高信頼・低
価格なひかり電話網に適した、リア
ルタイム音声通信向け音声音響符号
化方式です。音声通信に許される
ビットレートを最大限利用し、多く
の音声信号を歪みなく圧縮、伝送す
ることができます。

NTT研究所では、高い臨場感をお届
けする低遅延高音質音声伝送技術を
提案しています。皆様のご家庭でも
使えるネットワーク（ひかり電話
網）を活用し、その価値を高める技
術を提供することで、従来のネット
ワーク（ISDN網）よりも高品質な音
声通信の提供を目指します。
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競技会場 電波塔②CLEARで低遅延で高音質に圧縮実況中継

ラジオ ラジオ放送（ＡＭ・ＦＭ）

⾳響装置

サービス例：ラジオ素材音源伝送…現場⇔放送局間の双方向通信が必要

③ラジオ局で音を加工して提供

①現場で

収音・実況

④リアルタイム受聴

IP電話

700 kbps超

ロスレス伝送

700 kbps未満

ロスレス伝送

700 kbps未満

情報削減

指定のビットレートを超える所だけ

最小限の情報削減

CLEAR（Conditionally Lossless Encoding under Allowed Rates）
• 低遅延・高音質 （16ビット振幅、48 kHzサンプリングレート、ステレオ、700 kbps、原理遅延 1.3 ms ）
• 指定したビットレート内で可能な限りロスレスで音声を圧縮

伝送帯域制限

CLEARを支える3つの技術

聴覚改善処理 パケットロス隠蔽

青：原音の周波数スペクトル

赤：量子化雑音の周波数スペクトル
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情報削減で量子化雑音が

聞こえそうになる時だけ聴覚補正
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削りすぎ 雑音が隠れる

前の信号のみから

似た音を再現

パケットが落ちても遅延無く

損失をカバー

音声の低遅延
伝送が必要
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（MPEG-4 ALS

の技術）

※本研究成果はNTTサービスエボリューション研究所（EV研）との共同開発

現場の生音、高音質電話でクリアにお届け

～リアルタイム音源伝送向け低遅延・高音質符号化CLEAR～

素材音源
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